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東京都知事認定 特定非営利活動法人 RDA Japan 会報 ～ 障がいを持つ人のための乗馬 ～ 2016 年 7 月 1 日 Vol.92 

○ RDA 横浜主催 障がい者乗馬講習会―RDA 活動(講義)― のご案内 

～障がい者乗馬概論～ 講義です 

馬がもたらす身体的・心理的影響や、ボランティアの役割や関わり方、など障がい者乗馬に

ついての基本的なことを学びます。 

障がい者乗馬に興味がある方、馬の魅力をもっと知りたい方など、どなたでも参加可能です。 

＜日 時＞ ２０１６年７月２９日（金）１３：００～１４：３０ 

＜会 場＞ 神奈川県立スポーツ会館 地下会議室 

＜定 員＞ １５名 

＜参加費＞ ５００円（一般） 

＜締 切＞ ２０１６年７月２０日（水） 

＜申込方法＞ RDA 横浜（info@rda-yokohama.jp）にメールで直接お申し込みください。

件名に「７月２９日 ＲＤＡ講習会参加希望」と記入し、本文に  ①氏名  ②年齢  

③障がい者乗馬への参加経験の有無 をご記入ください。 
※お送りいただいた内容は、講習会の内容構成の参考にし、それ以外の目的で使用することはありません。 

 

●第 12 回『治療的乗馬』研究集会 2017 の開催について（予定） 

この研究集会は、「馬をパートナーにした、人の心身の健康への取り組み」に関心のある

人々が集まり、活動や研究の発表を通じて活動の質的向上のための協議と相互の交流を行

うことを目的に、４団体が協力して開催しています。 

  ＜日程＞2017 年 1 月 14 日（土）、15 日（日）（予定） 

   ＜場所＞国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都） 

＜主催＞特定非営利活動法人 日本治療的乗馬協会 

＜共催＞公益財団法人 ハーモニィセンター、一般社団法人 日本障がい者乗馬協会 

       特定非営利活動法人 RDA Japan 

 

〇2016 年全国障がい者馬術大会 

 パラリンピック競技～セラピー競技まで幅広く行われ、RDAJ ユニットも参加可能です。 

 ＜日程＞201６年 10 月 28 日（金）～30 日（日） 

＜場所＞三木ホースランドパーク（兵庫県） 

＜主催＞一般社団法人 日本障がい者乗馬協会（http://jrad.jp/） 

  ＜問合せ＞電話 078-928-2150（受付時間 9:00 - 18:00 [ 土・日・祝日除く]） 

  ※全国障がい者馬術大会での「治療的乗馬研究集会 IN 関西」開催を計画中 

インフォメーション（講習会などのお知らせ） 
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●定例総会報告 

日  時 ： ２０１6 年５月 22 日（日） １３時～１4 時   

場  所 ： ルノアール貸会議室プラザ八重洲北口店   

出席人数 ： 114 名 

議   長 ： 中田 希衣  

議事録署名人：正清久美子 上田千恵 

議題審議 ： （１） 第１号議案 ２０１5 年度 事業報告に関する件 

（２） 第２号議案 ２０１5 年度 会計および監査報告に関する件           

（３） 第３号議案 役員の変更に関する件           

（４） 第４号議案 ２０１6 年度 事業計画に関する件 

（５） 第５号議案 ２０１6 年度 予算計画に関する件 

（６） 第６号議案 その他 

 

（第１号議案） 

■2015 年度 事業報告に関する件 

【事業の成果】 

2015 年度は前年度の活動実績を基に更に歩みを進ませる事の出来た一年であったと思います。 

普及啓発事業につきましては、登録活動団体も増えた事により、ユニットメーリングリストの活用や

ブロック体制の充実も図られ、特に西日本において夏と冬に講習会を開催できた事は大変に喜ばしい

事でありました。会報は発行月を従前の 7 月からの 3 か月ごとに戻しましたが、内容も充実し、各団

体の活動の様子や乗り手さんや乗り手さんのご家族の思いなどをご紹介することで、紙面を通し心の

交流ができたのではないかと思います。ＨＰをはじめ、Facebook のようなＳＮＳの活用で、ＲＤＡ

Ｊやユニットの活動もリアルタイムで発信し共有することができてきました。人材交流は神奈川県Ｒ

ＤＡたまの乗馬大会、9 月と 11 月に行われた山口県パカポコ山口の乗馬会をはじめ、ユニット認定

希望団体のヘルパー講習会に講師派遣をいたしました。 

 また、今年度は動物介在教育・療法学会より講演依頼があり、「私たちの活動と障害者乗馬インス

トラクタ―養成の取り組み」の演題で発表をさせていただく機会があり、多くの方にＲＤＡ活動と日

本で初めてインストラクタ―制度を確立し多くの人材を輩出してきた実績を知って頂く事ができたと

思っております。２月には日本治療的乗馬協会・全国障害者乗馬協会・ハーモニィセンター・ＲＤＡ 

Japan がゆるやかネットワークとして共催している治療的乗馬研究集会が開催され、ＲＤＡＪからも

ＲＤＡたまと恵光園より発表をさせて頂きました。そして今回は乗り手さんのご家族の視点で見た障

がい者乗馬の現場という内容でパネルディスカッションがあり、会場は大きな熱気につつまれたいへ

ん手ごたえのある研究集会でありました。 

ガイドブックとリボンマグネットは 2015 年度より販売を再開しましたが、ガイドブックのリニュー

アルが今年度内に完成に至らず、2016 年度の事業として引き続き取り組んで参ります。 

年度末の恒例行事である写真コンテストは今年も沢山の作品が寄せられ、生き生きとした活動の様子

が伝わってくる力作が年々増えているように感じます。ボランティア表彰・馬表彰も今年は 3 名のボ

ランティアさんと 1 頭の馬が表彰されました。 

人材育成事業につきましては、2015 年度は講習会は山口県、神奈川県、福岡県において開催をいた

しました。また、講習会の運営もこれまでの事務局主導から、ブロックにおいて予算組をし運営にあ

たるという試みをする事によって、情報共有はじめ RDAJ としての連帯感も生まれたと思っておりま

す。 

また、インストラクタ―の裁量による認定ヘルパー制度・アシストインストラクタ―制度が布かれ、

次のインストラクタ―を目指すより強固な人材育成の仕組みができたと思います。 

また、今年度特筆すべき実績は、昨年夏、台湾で開催された HETI の世界大会の時より HETI の教育

委員会と協議してきた RDAJ インストラクタ―資格認定制度と HETI のレベル１インストラクタ―の 

RDAJapan 定例総会を開催 
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予算額 決算額 備考

Ⅰ収入の部

1.会費収入

　　正会員費 570,000 542,000

　　賛助会員費　 20,000 10,000

2.寄附金収入

　　寄附金収入 1,200,000 1,422,010

　　物品による寄附

3.補助金収入

　　民間助成金収入 1,000,000 0

4.事業収入

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 0 0

　　　ガイドブックの配布 10,000 62,000

　　　ガイドブックのリニューアル 200,000 0

　　　リボンマグネットの配布 50,000 13,000

　　　パンフレットのリニューアル 0 0

　　　RDAJｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞの作成と販売 100,000 0

　　　ＨＰの充実と有効活用 0 0

　　　人材交流 0 0

　　　写真コンテスト 0 0

　　　ボランティア・馬表彰 0 0

　　　ユニット認定 45,000 9,000

　　　シンポジウム 50,000 5,000

　（2）人材育成事業

　　　講習会 150,000 361,500

　　　インストラクタ―資格試験 45,000 102,000 ③課目試験

　　　インストラクタ―資格認定・更新 96,000 33,000 インストラクタ―登録

5.雑収入

　　雑収入 0 3,770

　　受取利息 0 101

当期収入合計（a) 3,536,000 2,563,381

前期繰越金収入 1,575,086 1,575,086

収入合計(b) 5,111,086 4,138,467

Ⅱ支出の部

1.運営支出

　　会議費 50,000 87,310

　　通信費 125,000 93,255

　　交通費 250,000 285,551

　　宿泊費 10,000

　　消耗品費 30,000 53,417

　　印刷費 10,000

　　専門家への相談・依頼 150,000 155,520 税理士報酬・司法書士手数料

　　慶弔費 10,000 10,800

　　租税公課 0 5,300

　　給与 240,000 240,000

    広告宣伝費 0 45,000 東京乗馬倶楽部協賛広告

　　諸会費 60,000 68,299 HETI年会費

　　什器備品費 0 0

　　支払手数料 5,000 11,092

　　雑費 10,000 1,102

2.事業支出

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 150,000 77,543

　　　ガイドブックの配布 2,000 5,573

　　　ガイドブックのリニューアル 800,000 0 不実施

　　　リボンマグネットの配布 0 1,690

　　　パンフレットのリニューアル 70,000 0 不実施

　　　RDAJｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞの作成と販売 300,000 0 不実施

　　　ＨＰの充実と有効活用 13,000 0 不実施

　　　人材交流 150,000 25,597

　　　写真コンテスト 30,000 10,656

　　　ボランティア・馬表彰 20,000 0

　　　ユニット認定 100,000 164,388

　　　ユニット支援 100,000 0

　　　シンポジウム 50,000 0

　（2）人材育成事業

　　　講習会 500,000 329,236 岡山③講習会・御殿場④講習会

　　　インストラクタ―資格試験 200,000 0

　　　インストラクタ―資格認定・更新 20,000 0

3.予備費

　　予備費 1,656,086

当期支出合計（ｃ） 5,111,086 1,671,329

当期収支差額（a)-© -1,575,086 892,052

前期繰越金額

次期繰越金収支差額(b)-© 0 2,467,138

科目 予算額 決算額 備考

Ⅰ収入の部

1.会費収入

　　正会員費 570,000 542,000

　　賛助会員費　 20,000 10,000

2.寄附金収入

　　寄附金収入 1,200,000 1,422,010

　　物品による寄附

3.補助金収入

　　民間助成金収入 1,000,000 0

4.事業収入

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 0 0

　　　ガイドブックの配布 10,000 62,000

　　　ガイドブックのリニューアル 200,000 0

　　　リボンマグネットの配布 50,000 13,000

　　　パンフレットのリニューアル 0 0

　　　RDAJｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞの作成と販売 100,000 0

　　　ＨＰの充実と有効活用 0 0

　　　人材交流 0 0

　　　写真コンテスト 0 0

　　　ボランティア・馬表彰 0 0

　　　ユニット認定 45,000 9,000

　　　シンポジウム 50,000 5,000

　（2）人材育成事業

　　　講習会 150,000 361,500

　　　インストラクタ―資格試験 45,000 102,000 ③課目試験

　　　インストラクタ―資格認定・更新 96,000 33,000 インストラクタ―登録

5.雑収入

　　雑収入 0 3,770

　　受取利息 0 101

当期収入合計（a) 3,536,000 2,563,381

前期繰越金収入 1,575,086 1,575,086

収入合計(b) 5,111,086 4,138,467

Ⅱ支出の部

1.運営支出

　　会議費 50,000 87,310

　　通信費 125,000 93,255

　　交通費 250,000 285,551

　　宿泊費 10,000

　　消耗品費 30,000 53,417

　　印刷費 10,000

　　専門家への相談・依頼 150,000 155,520 税理士報酬・司法書士手数料

　　慶弔費 10,000 10,800

　　租税公課 0 5,300

　　給与 240,000 240,000

    広告宣伝費 0 45,000 東京乗馬倶楽部協賛広告

　　諸会費 60,000 68,299 HETI年会費

　　什器備品費 0 0

　　支払手数料 5,000 11,092

　　雑費 10,000 1,102

2.事業支出

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 150,000 77,543

　　　ガイドブックの配布 2,000 5,573

　　　ガイドブックのリニューアル 800,000 0 不実施

　　　リボンマグネットの配布 0 1,690

　　　パンフレットのリニューアル 70,000 0 不実施

　　　RDAJｵﾘｼﾞﾅﾙｸﾞｯｽﾞの作成と販売 300,000 0 不実施

　　　ＨＰの充実と有効活用 13,000 0 不実施

　　　人材交流 150,000 25,597

　　　写真コンテスト 30,000 10,656

　　　ボランティア・馬表彰 20,000 0

　　　ユニット認定 100,000 164,388

　　　ユニット支援 100,000 0

　　　シンポジウム 50,000 0

　（2）人材育成事業

　　　講習会 500,000 329,236 ③講習会・④講習会

　　　インストラクタ―資格試験 200,000 0

　　　インストラクタ―資格認定・更新 20,000 0

3.予備費

　　予備費 1,656,086

当期支出合計（ｃ） 5,111,086 1,671,329

当期収支差額（a)-© -1,575,086 892,052

前期繰越金額

次期繰越金収支差額(b)-© 0 2,467,138

科目

（第１号議案続き） 

資格制度をリンクさせ、RDAJ のインストラクタ―資格は自動的に HETI のレベル 1 インストラクタ

―資格が授与されるという仕組みができた事です。そして、RDAJ の A 級インストラクタ―の中でも、

ある一定の条件をクリアする者は HETI のレベル１インストラクタ―養成セミナーの講師の資格が付

与されるという事となりました。今後インストラクタ―の中から国内はじめ海外において活躍する人

材が出る事を願ってやみません。 

 

以上が事業報告となりますが、2015 年度も充実の一年とする事ができたと思っております。 

大変にありがとうございました。 

 

（第 2 号議案） 

■2015 年度 会計および監査報告に関する件 
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（第 3 号議案） 

■役員の変更に関する件 

【2016 年度役員名簿】 

理 事 長    中田 順寿 

 副 理 事 長  土谷 麻紀 

 理 事      上田 千惠  後藤 浩二朗  玉井 香織  石井 孝弘 

          月川 大樹  富永 淳子   中田 希衣  正清 久美子 

 

 監 事      佐野 一夫 

 

 外部評価委員   滝坂 信一  梅田 康弘  富沢 健悟  渡部 英雄 

 

（第 4 号議案） 

■2016 年度 事業計画に関する件 

【基本方針】 

 2015 年度は、全国にユニットも 20 団体と増え、充実した活動を展開した一年でした。 

しかしながら、普及啓発事業の中で実行に移せなかった計画もいくつかあるので、2016 年度は、引

き続きの計画となるガイドブックのリニューアル、パンフレットのリニューアル、オリジナルグッズ

の作成をまず実行できるよう尽力していきたいと思います。事業活動が活発になって来ている反面、

事務局体制が不十分でもあることが、事業計画の遂行に遅れが出る原因ともなっておりますので、少

数でも効率よく運営できるよう、改善に努めて参りたいとも思っております。そして寄附金及び助成

金の申請等財務活動に注力し、安定した活動が継続できる体制を作っていきたいと思います。 

 また、ユニット支援という点では、ユニット間のメーリングリストも定着しましたので、活発な意

見交換の場をもちながら、人材交流を主体としながら、今年度は RDAJapan として一体感を図って

いける会合を開催する予定です。 

 人材育成事業においては、ヘルパー認定制度とアシストインストラクタ―認定制度を普及させ、今

年度も各種講習会の開催とインストラクタ―資格認定を柱としながら、活動の即戦力となる人材の輩

出に注力していきたいと思います。また、今年度は新たにＡ級インストラクタ―を輩出していきたい

と思っております。外部の団体様も参加しやすいセミナーも開催していきたいと思います。 

 

2016 年度の主な事業は以下の通りです。 

（1）普及啓発事業 

   ・会報の発行                      

   ・ガイドブックの販売                  

   ・ガイドブックのリニューアル              

   ・リボンマグネットの販売                

   ・パンフレットのリニューアル              

   ・RDAJapan オリジナルグッズの作成と販売 

   ・ホームページの充実と有効活用 

   ・障がい者乗馬を行いたい団体・個人等への人材交流 

 ・写真コンテスト 

   ・ボランティア表彰・馬表彰 

   ・ユニット認定 

   ・ユニット支援 

   ・シンポジウム（RDA 広報活動） 

 

 



 
 

RDA Japan News 第 92号 （ 5 ） 

 

予算額 備考

Ⅰ収入の部

1.会費収入

　　正会員費 600,000

　　賛助会員費　 20,000 620,000

2.寄附金収入

　　寄附金収入 800,000

　　物品による寄附 800,000

3.補助金収入

　　民間助成金収入 500,000 1,920,000

4.事業収入

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 0

　　　ガイドブックの配布 10,000

　　　ガイドブックのリニューアル 200,000

　　　リボンマグネットの配布 50,000

　　　パンフレットのリニューアル 0

　　　RDAJオリジナルグッズの作成と販売 100,000

　　　ＨＰの充実と有効活用 0

　　　人材交流 0

　　　写真コンテスト 0

　　　ボランティア・馬表彰 0

　　　ユニット認定・更新 45,000

　　　シンポジウム 50,000 455,000

　（2）人材育成事業

　　　講習会 300,000

　　　インストラクタ―資格試験 100,000

　　　インストラクタ―資格認定・更新 30,000 430,000

5.雑収入

　　雑収入 0

　　受取利息 0 0

当期収入合計（a) 2,805,000 2,805,000

前期繰越金収入 2,467,138 2,467,138

収入合計(b) 5,272,138 5,272,138

Ⅱ支出の部

1.運営支出

　　会議費 100,000

　　通信費 100,000

　　交通費 260,000

　　宿泊費 40,000

　　消耗品費 50,000

　　印刷費 10,000

　　専門家への相談・依頼 200,000

　　慶弔費 10,000

　　広告宣伝費 100,000

　　租税公課 10,000

　　給与 240,000

　　諸会費 60,000

　　什器備品費 0

　　支払手数料 10,000

　　雑費 5,000 1,195,000

2.事業支出

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 150,000

　　　ガイドブックの配布 5,000

　　　ガイドブックリニューアル 1,000,000

　　　リボンマグネットの配布 2,000

　　　パンフレットのリニューアル 70,000

　　　RDAJオリジナルグッズの作成と販売 300,000

　　　ＨＰの充実と有効活用 13,000

　　　人材交流 150,000

　　　写真コンテスト 30,000

　　　ボランティア・馬表彰 20,000

　　　ユニット認定 100,000

　　　ユニット支援 100,000

　　　シンポジウム 50,000 1,990,000

　（2）人材育成事業

　　　講習会 300,000

　　　インストラクタ―資格試験 200,000

　　　インストラクタ―資格認定・更新 20,000 520,000

3.予備費

　　　予備費 0

当期支出合計（ｃ） 3,705,000 3,705,000

当期収支差額（a)-(c) -900,000 -900,000

次期繰越金収支差額(b)-(c) 1,567,138 1,567,138

次期繰越金 1,567,138 1,567,138

科目

予算額 備考

Ⅰ収入の部

1.会費収入

　　正会員費 600,000

　　賛助会員費　 20,000 620,000

2.寄附金収入

　　寄附金収入 800,000

　　物品による寄附 800,000

3.補助金収入

　　民間助成金収入 500,000 1,920,000

4.事業収入

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 0

　　　ガイドブックの配布 10,000

　　　ガイドブックのリニューアル 200,000

　　　リボンマグネットの配布 50,000

　　　パンフレットのリニューアル 0

　　　RDAJオリジナルグッズの作成と販売 100,000

　　　ＨＰの充実と有効活用 0

　　　人材交流 0

　　　写真コンテスト 0

　　　ボランティア・馬表彰 0

　　　ユニット認定・更新 45,000

　　　シンポジウム 50,000 455,000

　（2）人材育成事業

　　　講習会 300,000

　　　インストラクタ―資格試験 100,000

　　　インストラクタ―資格認定・更新 30,000 430,000

5.雑収入

　　雑収入 0

　　受取利息 0 0

当期収入合計（a) 2,805,000 2,805,000

前期繰越金収入 2,467,138 2,467,138

収入合計(b) 5,272,138 5,272,138

Ⅱ支出の部

1.運営支出

　　会議費 100,000

　　通信費 100,000

　　交通費 260,000

　　宿泊費 40,000

　　消耗品費 50,000

　　印刷費 10,000

　　専門家への相談・依頼 200,000

　　慶弔費 10,000

　　広告宣伝費 100,000

　　租税公課 10,000

　　給与 240,000

　　諸会費 60,000

　　什器備品費 0

　　支払手数料 10,000

　　雑費 5,000 1,195,000

2.事業支出

　（1）普及・啓発事業

　　　会報の発行 150,000

　　　ガイドブックの配布 5,000

　　　ガイドブックリニューアル 1,000,000

　　　リボンマグネットの配布 2,000

　　　パンフレットのリニューアル 70,000

　　　RDAJオリジナルグッズの作成と販売 300,000

　　　ＨＰの充実と有効活用 13,000

　　　人材交流 150,000

　　　写真コンテスト 30,000

　　　ボランティア・馬表彰 20,000

　　　ユニット認定 100,000

　　　ユニット支援 100,000

　　　シンポジウム 50,000 1,990,000

　（2）人材育成事業

　　　講習会 300,000

　　　インストラクタ―資格試験 200,000

　　　インストラクタ―資格認定・更新 20,000 520,000

3.予備費

　　　予備費 0

当期支出合計（ｃ） 3,705,000 3,705,000

当期収支差額（a)-(c) -900,000 -900,000

次期繰越金収支差額(b)-(c) 1,567,138 1,567,138

次期繰越金 1,567,138 1,567,138

科目

（2016 年度の主な事業の続き） 

（2）人材育成事業 

   ・各種講習会 

   ・インストラクタ―資格試験 

   ・インストラクタ―資格認定 

・更新手続き 

 

（第 5 号議案） 

■2016 年度予算計画に関する件 

 

 

 

 

 

 

（第 6 号議案） 

■その他 

  ・特になし 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

（ 6 ）                                RDA Japan News 第 92号 

 

 

 新たに、ポニーランド花立（秋田）・特定非営利活動法人きらり（山口）の２つの準ユニッ

トが誕生しました！ 

 

○ポニーランド花立（秋田県由利本荘市） 

 

こんにちは。ポニーランド花立です。 

秋田県由利本荘市の鳥海山につながる鳥海高原とい

うところにあり、ここにはサラブレット５頭、ポ

ニー５頭が仲良く暮らしています。 

ポニーたちは引き馬を、大きい馬たちは会員さんた

ちを乗せるお仕事を頑張ってくれているところです。 

引き馬には市内外を問わず養護学校のお子さんたち

がいらっしゃいます。 

そこで、障害の度合いに関わることなく、みんなに

馬を感じさせてあげたいと思い、また、安全に乗せ

てあげたいという思いもあり、先輩の「ちっちゃも

の倶楽部」さんに相談し、講習を受けさせていただきました。幸い県立大学馬術部が併設され

ており一緒に活動していることもあって、頼もしいお兄さん方とのふれあいも一役買ってくれ

ているところです。 

これからも勉強会を増やし、より良い乗馬セラピーができれば！と思っています。 

今後ともポニーランド花立をよろしくお願いいたします。 

 

……………………………………………………………………………………………………………… 

●特定非営利活動法人きらり（山口県長門市） 

 

特定非営利活動法人きらりは、地域の農業高校協力のもと、ポニーを借馬し、児童発達支援

事業を利用している発達が気になる就学児から、放課後等デイサービス事業を利用している障

がいを持つ小学生から高校生を対象にホースセラピー活動を行っています。 

自然の中での外乗はとても人気で、乗馬後のニンジンやりは保護者の方も一緒になって笑顔

あふれるひと時です。 

また、小学生から高校生は乗馬だけでなく、

厩舎清掃や馬のエサの準備、馬の体にブラシ

をかけるなどの作業を通して体力の向上や相

手を意識して活動すること等を学べる時間に

なればと考えています。 

まだまだホースセラピー活動を取り入れて

日が浅く、試行錯誤の毎日ですが、馬とのふ

れあいを通して、子ども達の発達の一助にな

ればという思いで日々活動しています。 

 

  

 

新ユニット紹介 
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北海道・東北ブロックで RDAJ 主催の講習会が初めて開催されました！ 

 

RDA 講習会を終えて 

 

 6 月 18 日（土）19 日（日）馬っこパーク・

いわてを会場に RDAJapan の活動講習会及び

ヘルパー講習会が行われた。 

 馬っこパークの役員 乗馬会員 職員 ボラ

ンティア そして釜石でホースセラピーを実施

している人も加わり 12 名の参加者だった。 

全員がなんらかの形でホースセラピーに係わっ

てはいてもほんの少し心配で見つめるべき星を

求めていたのだ。ひとりひとり全く違う症状

（状態）のお客様のために馬を通して何を与え

ることが出来るのか自分の中から生まれる言葉

信念ものさしのようなものを手さぐりしているのだから。 

 「まず安全であること、楽しく実施できること、指導者としての自覚と責任を持つこと。」

参加者は大きく頷いている。お客様ひとりひとりが異なるので記録をとることによって客観視

出来るというのも納得である。馬っこパークでは写真聞きとりによる観察記録をつけているの

でリーダーを中心として新しい記録のまとめ方を実施することにする。 

 医学の進歩により、超未熟児が増えている。406ｇで生まれた全身小児マヒの子、脳室周

囲白質軟化症、小頭症、自閉症、虹彩の無い子、鼻栄養の子 みんな夫々生きている。母は必

死で馬っこに来れば・・・と祈るように集まってくる。大人でも「ここに来ればほっとする」

と隣の県から山を越え、又は新幹線で通ってくるみんなにこの緑たっぷり癒しのムードで安ら

いでいってほしい。そのために私達は心得ておくことを毎回確かめているのだ。 

 今、講習を終えてセラピーにかかわる夫々が学ぶ姿勢とやるべきことを自らに問う姿勢を意

識するようになったことは大変に嬉しいことであった。感謝しつゝ・・・ 

 

NPO 法人 乗馬とアニマルセラピーを考える会 

副理事長 藤元眞紀子 

 

 

RDAJ SQUARE   －ＲＤＡＪ 講習会レポートー 
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 馬とともに１３年！ 

                   名 越 様 （福岡県 社会福祉法人恵光園 ヒポクラブ） 

 「ねえ、次のヒポはいつ?」さっき終わったばかりなのにもう次の乗馬

を楽しみにしているわが息子すすむ。5 月で 15 歳になりました。犬の鳴き

声にも怯えるほどの動物嫌いです。 

2 歳で自閉症と診断され、運よく 3 歳前に入園できた恵光園こどもの家の

療育プログラムに乗馬が組み込まれていたのが乗馬を始めたきっかけです。

在園時に 4 年、卒園してからは外来として月 1 回騎乗させて頂き、なんと

今年で 13 年目になります。最初は馬に触れるかな?怖がらず騎乗できるか

な?と心配していたのですが、入園一年目の冬に先生から頂いた写真には

満面の笑みで楽しそうに騎乗しているすすむの姿。「すすむ君は速歩が大

好きなんですよ。揺れるのが楽しいみたいです。」という言葉が今でも忘

れられません。 

今もレッスンの終了時には「ポンタありがとう」と鬣をなでなで。ウサギや猫には触ることすらで

きないのに馬は別格なんですね。外来で通うようになってからは私もサイドとしてレッスンに参加し

ました。「ポンタ、ハイ」「ポンタ、オーラ」声や手綱でポンタを操る姿を近くで見るのはとても楽

しい時間でした。そのうちサイドにつかなくてもよくなり、レッスン後の自由散歩のみ付いていくよ

うになりました。自然に恵まれた園内の散歩はリラックスできる楽しい時間でした。すすむが中学生

になってからある時をきっかけに散歩もついていかないようにしました。私がついていくとどうして

も大人同士のやり取りが多くなるので、親がいなくても先生と楽しくコミュニケーションを取ってほ

しい。という思いで・・・。散歩から帰ってきて「○○○○に行ったんですね」。「今日は「ウグイ

ス(の声が聞こえる)!」と言いましたよ」などと先生から散歩の様

子を聞くと親がいなくても楽しめているようでとてもうれしく思

っています。先生が上手に話題を提供して頂いているのだと思い

ますが。低年齢期は親子で共有できる時間として、今は、親以外

の人と過ごす時間として乗馬の時間の持ち方も変化してきていま

す。これからも乗馬を通して親子ともども心身共に成長していけ

るように続けていきたいと思っています。 

この文章を書くことにより、今まで当たり前に受け取っていた

乗馬環境がいかに恵まれていたか!ということに初めて気づかされ

ました。すすむに適した・声かけ・支援を提案して頂いているヒ

ポクラブの先生方本当にありがとうございます。そしてこれから

もどうぞよろしくお願いします 

 

    Heartstrings *^_^*  
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馬と暑さ                   獣医師 月川 大樹 

 

 ６月も半ばを過ぎ、蒸し暑い日が続くようになり、そろそろ夏の予感もしてきました。こう

した時期は我々も不快ですし仕事や勉強の能率も落ち気味になります。ご存知のようにウマた

ちもこの季節は苦手です。ウマたちは寒さには比較的強いですが暑さには弱い、と言って良い

でしょう。汗腺をもっていて汗をかくことの出来るウマという動物は、汗腺をもたない大多数

の他の動物に比べれば比較的暑さに強いという言い方も出来ますが、それでも気温が上がり、

湿度が上がるこれからの季節はやはり苦手です。加えてスポーツホースや使役馬はそんな暑い

季節でも調教・トレーニング・レッスン・労働をこなしていかなければならないことが多いで

すよね？「夏はお休み！」と言ってあげられるの一番良いのでしょうがなかなかそうもいかな

いのが現状です。馬たちは馬房でじっとしていても暑いのに、運動をすることでさらに体温の

上昇を招きます。呼吸数を増やすこと、あるいは発汗することである程度体温の上昇を食い止

めようとするのですがなかなかそれだけでは追いつきません。その結果オーバーヒート状態に

なり病的な状態に陥ってしまいます。加えて、発汗することで、身体を正しく機能させるため

に重要な「電解質」をどんどん失っていってしまいます。 

特に馬の汗にはナトリウムが多く含まれており、これが大量に失われると身体活動に重大な

影響を及ぼしかねません。発汗は気温だけの影響を受けるわけではなく、湿度の影響も受けま

す。湿度が高いほど発汗量は多くなると言われています。身体の中から水分や電解質が失われ

ていく状態を「脱水」と言います。 

この脱水の程度によっては正常に身体が機能しないに留まらず生命の危機にもさらされるこ

とになります。もちろんそうならないように「暑さ対策」を出来る範囲内で考えなければなり

ません。まずは厩舎環境の管理です。運動をしなくても狭い馬房にいるだけでその環境によっ

ては馬は脱水症状を起こします。馬房内の温度上昇に気を付け、風通しにも配慮しましょう。

厩舎全体の風通しをよくしたり、場合によってはホース等で厩舎の屋根の温度を下げることも

有効かもしれません。そしてなるべくなら気温の比較的低い早朝や夕方以降に運動してあげる、

このことも脱水を避けるために重要です。馬装したまま運動中に水分を与えること自体には是

非がありますが、少なくともヒトのスポーツの世界ではトレーニング中の水分・電解質補給は

もはや常識となっています。 

そして失われる電解質を餌で補わなければなりません。失われる量が多くなるほど通常の餌

では電解質を補い切れなくなっていきます。最近はウマ用の良質な電解質サプリメントがあり

ますからそれらを餌に加えてあげることも有用でしょう。が、それらはそれなりにコストがか

かりますので状況によってはいつもよりも夏期は塩を多めにやりましょう。食塩は化学式では

NaCl ですから、汗をかくことで特に多く失われるナトリウムをいくらかでも補給してやるこ

とが出来ます。サプリメントをもしやれないのであれば少なくとも塩をいつもより多めに与え

てやりましょう。水分補給ももちろん大事なのですが水道水などの真水をやるとそれをウマが

飲み続けることでウマの体内の電解質濃度がかえって低下してしまうという現象が起きます。

ウマはそれを避けるために本来補給すべき水分量に満たない段階で水を飲むのをやめてしまい

ます。ですから水分補給と電解質補給、双方を行うことで水分もきちんと補給されることにな

るのです。これに対しては少量で良いので水桶の水に少し塩を溶かしておくと良いです。少し

でも水を飲む量が増えると思います。 

 

これからの季節、人もきついですがウマたちはもっときつい。そう考えて、出来るだけ快適

な環境をウマたちに与えてやりましょう。 

馬たちをもっと知ろう！(第 6 回) 
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発行：特定非営利活動法人ＲＤＡ ＪＡＰＡＮ（東京都 認定ＮＰＯ）     

〒195-0057 東京都町田市真光寺町 302 番地２５ 
■ホームページ・http://www.rdajapan.com/ 

事務局 

■電話  080-6519-7818   ■Ｅメール  rda@rdajapan.com 
■FAX  045-902-0510 

＜郵便振替＞口座番号：00100.4.32279 口座名義：RDA ＪＡＰＡＮ 
 

 

● Facebook ページで活動の様子がご覧いただけます 

ＲＤＡ ＪａｐａｎのＦａｃｅｂｏｏｋページ（FB ページ）で RDA 活動の様子をアップしています。

Facebook をされてない方でも見ていただけます。 

全国各地のユニットが持つ HP（ホームページ）や Facebook ページの情報を掲載して、いち早く皆様

の元へお届けしたいとおもいます。 

RDAJ とそのユニットが身近に感じられるページを目指していきます。 

みなさま、RDAJ の FB ページに是非「イイネ」のクリックをお願いします！ 

FB ページの URL：http://www.facebook.com/rdajapan  

 

 

● 活動予定や活動報告、ご意見などを、ぜひお寄せください 

ＲＤＡ Ｊａｐａｎ Ｎｅｗｓは、皆さまからの情報で成り立っています。 

役立つ楽しい会報を目指していますので、乗馬会や講習会などのイベント情報、 

活動中のトピックスなどなんでもドシドシお寄せください。 

！Facebook 用の投稿記事などもお待ちしています！ 

！乗り手さんとの交流広場「ハートストリングス」への投稿もお待ちしています！ 

原稿の送付先は 〒225-0001 神奈川県横浜市青葉区美しが丘西 2-21-1 RDA Japan 事務局 

E-mail は、rda@rdajapan.com までお願いします。 

次号（10 月発行）の原稿締切は、9 月１日です。 
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